
「昴」レッスンを再開！合唱できる喜

び！ウイルス感染者を絶対出さないた

めのあらゆる「対策」を立てて！ 

「なぜ    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

□コロナウイルスの感染が拡大し、「特別措置法」の「緊急事態宣言」が出されて、長い間、昴のす

べての活動を休止していました。5 月末から「外出・休業」等の「自粛要請」も解除され、また、6

月に入って、公民館等の公共施設も、「3 密」を避けるための「コロナ対策」をしっかりと実施する

ことを前提に貸与が始まりました。 

このような状況の中で、「ねむかホールで

の感染者を絶対出さない」「最大限の感染

防止策を施す」ことを前提に、ねむかホ

ールでの合唱活動を 7 月から再開するこ

とを決めました。 

ねむかホールの広さから、歌い手の最大

収容人数 24 名と見積もりました。したが

って、定例レッスンは 2 つのグループに

分け、全団員の参加の意思を確認の上、7

月はＴ１＆ＢＲは A 班と B 班、Ｔ２＆Ｂ

Ｓは 6 名以内のため各１班（A＝B）でレ

ッスン日程表を作成しました。 

(なお、８月の予定は７月１９日に開催される運

営委員会での討議の結果で変更されるかもし

れません。)「詳細は昴ニュース 734 号を参
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照願います。 

□7 月３日（金）１８：００～２０：

３０ ねむかホールにて 昴のレ

ッスンが 3か月ぶりに再開されまし

た。(昴 A 班) 

立川さんの体操・千秋さんのヴォイ

ストレーニングで全身と声をほぐ

し、1 曲目「白樺」を合唱しました。 

本当に久しぶりに、門さんのピアノ

の流れに声を合わせる喜びを味わ

い、本並先生の指揮を見ながら、リ

ズムも音程も思いだしながらも、

「白樺」の名曲を歌うことができま

した。 

休憩を 15 分挟み、その間、入り

口のドアと反対側の 2 重窓を開け、空気を流しました(換気扇は四六時中動かして)。 

引き続き、本並先生の指揮でロシア民謡「母なるヴォルガを下りて」を、3 曲目に「懐かし

きケンタッキーの我が家」を、最後に伊藤副指揮者の指揮で「U Boj !」を、それぞれ 20 分

の合唱と 15 分間の休憩の間隔で 4 曲、再開第 1 回目のレッスンを終えました。 

指揮者より、「焦らずに声を出せるようやっていきましょう！まずは今日の曲も、各パート

の音合わせをパートレッスンでがんばってやってほしい。メロディ・リズム・音程等・・・」

と励ましのメッセージがありました。 

参加者は、T1(A 班)4 名、Ｔ２(A/B)５名、ＢＲ(A 班)6 名、ＢＳ(A/B)5 名 計 20 名＋ピアノ

門万沙子さん＋本並先生の全 22 名でした。 

 

□次回レッスン予定日： 

・定例レッスン：7 月 17 日(金)18:00～Ｂ班 7 月 19 日(日)14:00～A 班  

7 月 31 日(金)18:00～Ｂ班 

 

昴 通信コーナーNo５ 

・ 

 

（１）千秋教室①の開催曜日変更について(ご連絡) 
コロナの第二派が心配されますが、正しく感染症に対応しながら、昴は

進んでいきたいと思います。 

千秋教室は 7 月 1 日（第一水曜日）に行いました。 

ネムカを縦に使い、遮断幕も用意され、通気換気に気を付けながら、3 名

（大畠、川妻、土井）で進めました。 

千秋教室の曜日変更の件ですが、ピアニストと会場の関係から、次回 8

月から第３火曜日（8.18、9.15、、、）PM6:15～、ねむかホールで開催し

ます。各位にはご面倒おかけしますが、何卒よろしくお願い致します。 

（なお千秋教室②は 7月・8月第 3木曜日(7.16、8.20)に予定通り行います。） 

 

○ちょっとした情報 寺脇伸育 

 「昨日の毎日新聞の朝刊にＴ１の山本直一さんの俳句が紹介されていまし

た。（2020.6.28毎日新聞）」 
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